
ヘッジファンドの後継問題

理
想
的
だ
。
だ
が
右
腕
は
優
秀
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
独
立
し
て
し
ま

う
。
保
険
を
か
け
て
複
数
に
期
待

す
れ
ば
互
い
に
争
っ
て
混
迷
し
、

集
団
指
導
体
制
に
す
れ
ば
組
織
硬

直
の
リ
ス
ク
が
出
る
。

　
解
決
策
の
一
つ
は
、
運
用
者
と

し
て
一
歩
ひ
き
、
お
金
の
出
し
手

に
徹
す
る
方
法
だ
。
鵜
（
う
）
飼

い
の
鵜
の
よ
う
に
多
く
の
運
用
者

を
雇
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
や
ら
せ
、

自
身
は
資
金
配
分
と
リ
ス
ク
管
理

だ
け
を
見
る
。
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
型
の
フ
ァ
ン
ド
だ
。

　
以
前
は
親
方
が
つ
ち
を
振
る
う

代
わ
り
に
ゼ
ネ
コ
ン
に
な
る
と
い

っ
た
比
喩
で
見
て
い
た
が
、
今
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
方
法

に
近
い
。
直
轄
と
外
部
企
業
へ
の

委
託
が
混
在
し
、
本
部
は
事
務
、

法
務
な
ど
を
支
援
す
る
。
ノ
ー
ベ

ル
経
済
学
賞
の
ロ
ナ
ル
ド
・
コ
ー

ス
氏
に
よ
る
「
企
業
の
理
論
」
で

は
な
い
が
、
内
製
化
と
外
部
調
達

の
損
得
を
最
適
化
し
た
形
態
だ
。

　
コ
ン
ビ
ニ
業
界
は
立
地
競
争
の

末
に
飽
和
す
る
が
、
こ
ち
ら
は
人

材
獲
得
競
争
だ
。
万
能
の
人
材
は

少
な
い
。
ニ
ッ
チ
で
輝
く
才
能
は

運
用
可
能
額
に
上
限
が
あ
る
。
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
型
の
巨
大
な
資

金
量
は
既
に
こ
の
限
界
に
達
し
て

し
ま
っ
た
と
の
観
測
も
あ
る
。

　
ト
ッ
プ
の
退
任
に
は
、
居
座
る

君
主
、
復
帰
を
も
く
ろ
む
将
軍
、

後
見
に
徹
す
る
大
使
、
任
期
後
は

去
る
知
事
の
４
類
型
が
あ
る
と
い

う
。
投
資
先
と
し
て
理
想
は
大
使

だ
が
、
後
継
不
足
を
言
い
募
る
君

主
や
将
軍
も
多
い
の
が
実
情
だ
。

（
タ
ス
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
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長
　
眞
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二
朗
）

　
二
十
数
年
前
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
投
資
業
界
は
若
か
っ
た
。
今
で

は
御
簾
（
み
す
）
の
陰
に
い
る
大

手
フ
ァ
ン
ド
創
業
者
も
、
当
時
は

会
お
う
と
思
え
ば
誰
で
も
会
え

た
。
業
界
規
模
が
十
数
倍
に
膨
ら

み
一
大
産
業
と
な
っ
た
今
、
話
題

に
な
る
の
が
事
業
承
継
問
題
だ
。

　
特
に
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
は
カ
リ

ス
マ
創
業
者
の
腕
一
本
と
い
う
と

こ
ろ
も
多
か
っ
た
か
ら
承
継
は
容

易
で
は
な
い
。
始
祖
の
世
代
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
フ
ァ
ン
ド
数
が

急
増
し
た
２
０
０
０
年
代
初
頭
の

世
代
で
す
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
言

え
ば
引
退
年
齢
に
差
し
掛
か
る
。

　
育
て
た
後
進
に
継
が
せ
る
の
は

眞保二朗
スタンプ



